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会話型デｰタ処理その3

REDIM文を使った酉己列操作

吉井守正(鉱床部)
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1.配列を可変にする

配列をもつ一団のデｰタを電子計算機のメモリｰに

収めるにはプログラムの中で配列宣言をしてその配

列要素に入れるのが普通である.

ところでデｰタの種類によってその配列規模は一般

に異なるので種々のデｰタをひとつのプログラムで共

通的に扱うには配列規模を大き目に取れぱよいだろう.

しかし多量のデｰタを処理するには1個でも多くの

デｰタを収容できるよう工夫する必要カミ出てくる.

そこで考えたのが配列宣言によって設定された配列

規模(行数X列数)の範囲内でできるだけ多くのデｰタ

を詰め込む方法である.筆者がこれまで話題にしてき

たYHP-9845T(横河ヒュｰレット･パッカｰド社製会話型

電子計算機)では拡張BASIC言語の中に一度宣言され

た配列を変更するREDIM文カミある.これを活用する

と上に述べた目的は達成される.

筆者が最近9845Tのために作った主として岩石研究

用の化学分析デｰタ処理システムでは大ざっぱに言う

と1組の化学分析値(つまりデｰタ1個分)か配列の行

要素にそして各化学成分が同じく列要素にそれぞれ

対応している･デｰタの種類つまり研究目的や対象

により取扱われる化学成分数(列数)が異狂るので

成分数をもとにデｰタの許容数(行数)を算出して配

列の行数と列数を修正する.このようにすると割り当

てられた配列の中にデｰタを最大限大力できるのでメ

モリｰを有効に使えることに校る.

ではその具体的な方法についてつぎに説明しよう.

COMComp$(30)〔6〕一･･各6文字30成分の文字列

配列.

COMNo$(2400,2)〔10〕……各10文字デｰタ数2,400

個分の文字列配列(デｰタ番号･コｰド用で2列)･

c0MsH0RTD(1800,15)……1/2精度による1,800

個15成分の配列(精度的にはこれで十分).

これらの配列規模の変更操作のためにはその行数や

列数を指示するための配列を用意する･これをSc(*)

と呼ぶことにする.

その配列要素はつぎのように定義される.
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デｰタの現在数

デｰタの許容数(入力可能な最大数)

“Tota1"の項までの化学成分数(詳しくは本誌

317号)

全化学成分数(“T･t･1"の項も含む)

この配列Sc(*)がいわば今回のポイントである.

化学分析デｰタ入力プログラムを実行するとデｰタを

新規に入力する場合は化学成分名の入力行程がある.

成分名はComp$(*)に入れられるカミ人カガミ終らだ

段階で化学成分数が確定しその数カミSc(4)に記憶され

る.これをもとにComp$(*)の配列規模がつぎのよ

うに変更される.

REDIMCo㎜p$(Sc(4))

2.岩石用化学分析デｰタ入力プロゲラムでの例

前の回(本誌317号)で紹介した化学分析デｰタ入力プ

ログラムでの配列規模の変更操作を例にとって説明しよ

う.

さらにSc(4)をもとにデｰタの許容数Sc(2)カミ算出

される一プログラムステップとしては

獣����副督潭�漱��獣���

このプログラムで関係する配列名は化学成分名用に

Comp$(*)デｰタ番号･コｰド用にNo$(*)化学

分析値用にD(*)がある.ここで(*)は配列を意味

することにしよう.

プログラムの冒頭での配列宣言は標準的にはつぎの

とおりである(ノルム計算用は配列規模が少し小さい).

ここでRowcomとCo1comは配列宣言したときの

D(*)の行数と列数で上の例ではそれぞれ1,800と15

である.ただしSc(2)の値はNo$(*)の行数を超え

る事はできないので最大2,400である.

Sc(2)とSc(4)の値をもとにD(*)の酉己列規模がつぎ

のように変更される.�
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デｰタの現在数を

示すSc(1)は最初

は当然Oである.

キイボｰドから

デｰタが1組入力さ

れるごとにSc(1)は

1つずつ足し上げら

れる.これらの入

力が終了してデｰ

タが磁気テｰプの

ファイルヘレコｰド

される際その直前

にNo$(*)とD

(*)の配列規模が

Sc(ユ)を使ってつぎ

のように変更される｡
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これでこれらの配

列規模をデｰタの

量と一致させる事が

できる.レコｰド

のあと配列規模を再

びつぎのように拡大

しておく.
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これはレコｰド後

にもデｰタの追加を

可能にするためで

プログラムのステッ

プはこのあとデｰタ

の入力･訂正の行程

へもどる.多量の

配列宣言時

酉己夕1』芳包膜
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(･)新規の入力ψ(･)デｰタの追加
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化学成分名

入力後

成分数

(S･(4)=ユ2)富

に応じてデｰタ實

許容数

(S･(2)=2250)

を算出し

配列を変更
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化学分析値

ユ000個

入力後

号

(･3)

1苅

◆

成分1000個

デｰタを

算機へ入力

儀

粒1篇

(･･(･)一･…)§(去)

にまで拡大1

(･4)

12成分1000個

のデｰタを

レコｰド

号
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以下(a2)に戻る
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一トりツジテｰプ

号

シ優

11､拶

ユ2成分1500個

のデｰタを

レコｰド

リ

以下(b2)に戻る

Sc(4ノ

○

カｰトリッジ
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ア｣フ

第ユ図岩石用化学分析デｰタ入力プログラムでの配列観模変更例

ここでは(･)新規入力の際12成分のデｰタを1,O00個入力したのちテｰプにレコｰドし

(b)テｰプからそのデｰタを再び計算機に入力してさらに500個追加した後テｰプヘ

レコｰドするという想定で図が描かれている.�
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第2図

デｰタのレコｰド行程のプログラム

リスト

PRINT基1PRINT堆2カミそれぞ

れインデックスファイルとデｰタフ

ァイルヘのレコｰド命令.

デｰタを入力するときは作業をときどき中断して入力

されたデｰタのレコｰドを繰り返す方カミ停電その他の

事故でせっかく入力されたデｰタカミ消失する危険が少な

い.以上の実例を第1図(･)に模式化して示す.ここ

では成分数12デｰタ数1,000個の入力を想定する.

レコｰド行程のプログラムリストを第2図に示す.

3.磁気テｰプのファイル構成

計算機に入力されたデｰタは一般に最終的には磁気

テｰプのファイル荏とに収められる一配列規模の問題

とも密接に関係するので話を一度中断してテｰプのフ

ァイルについて述べておこう.

筆者の方式ではファイルには2種類ありそれぞれ

“インデックスファイノレ"と“デｰタファイノレ"と呼ぶ.

インデックスファイルには

1)そのファイル名Idxf$

2)目付･作業名その他の申し送り事項Idxf(*)

3)デｰタの配列規模Sc(*)

を入れる.デｰタファイルには

1)化学成分名ComP$(*)

2)番号とコｰドNo$(*)

3)化学分析値D(*)

名だけでありデｰタファイルにはインデックスファ

イル名に序数を付けたものカミ自動的に命名される･

たとえばインデックスファイノレ名が“ALPS"放ら

デｰタファイノレは“ALPS1",“ALPS2",･一と付番さ

れる.ただし現在9845Tで使用されているカｰト

リッジテｰプの容量は約200キロバイトで筆者のシス

テムでのデｰタの最大量は170キロバイト程度だから

目下のシステムではデｰタファイノレは1個分しか作ら

れない｡しかし将来大容量の外部メモリｰが計算機に

接続される場合に備えて複数のデｰタファイルを作れ

る道が開いてある.

このようにファイルを2種類作ってこれをペアにし

て使うのはデｰタをテｰプから計算機に入力する前に

計算機内にある受け入れ側の配列をデｰタの配列と一

致させるためである.両者の配列規模が一致しないと

エラｰになる.この入力行程の際の配列操作について

つぎに説明しよう.

4.テｰプからデｰタを入力する際の鵬珊I皿

デｰタをテｰプのファイルから計算機に入力する操作

はデｰタ処理プログラムでは必ず行われるしデｰタの

入力プログラムでも既存のデｰタに新しいデｰタを追

加したりデｰタを訂正･印刷するときに行なわれる.

これらのプログラムでは前にも述べたとおり標準

的にはつぎの配列宣言が行なわれる.

をそれぞれ収める.ファイルの構成を第3図に示す.

使用者が定めるファイル名はインデックスファイル

COMComp$(30)〔6〕

COMNo$(2400,2)〔10〕

二

インデックスファイル

第3図テｰプファイルの構成

()の中の数字は配列の列数*は配列規模が不定.

デｰタファイル�
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第4図岩石用化学分析デｰタ入力プログラムでのテｰプからの入力行程

READ基1READ#2がそれぞれインデックスファイルとデｰタファイルからの読み取り

命令.入力プログラムではとくにREWIND(テｰプの巻戻し)のあとに配列規模拡大

のためのREDIM文カミ続く.

COMSHORTD(ユ800,15)

テｰプからは最初にインデックスファイルの内容カミ

入力される.これにはSc(*)カミ含まれているので

はじめに宣言された配列はそれを使ってつぎのように

改訂される.
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これでデｰタファイノレ内のデｰタの配列規模と一致

させることができたのでつぎにデｰタファイルの内容

カミComp$(*)No$(*)D(*)に入力される(第4図).

デｰタ処理のプログラムでは配列規模はこのあとは

変更されない.デｰタ入力プログラムではデｰタの

追加に備えてNo$(*)とD(*)の行数がデｰタ許

容数まで拡大される･すなわちSc(2)を使って
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そして化学分析値の入力行程へと続く.

以上の配列操作の例を第1図(b)に示す.この例では

レコｰドされた1,000個のデｰタを再び計算機に入力し

てこれに500個追加する一これら計1,500個のデｰ

タをテｰプにレコｰドするという想定である.

5.まとめ

デｰタの量に即応してメモリｰの配列規模を動的に

変化させるというやり方は今回急に思いついたのでは

ない.9845Tの前の機種である9820Aには配列機能

が在かったので筆者カミ配列要素とその計算機のレジ

スタ番号を対応させる“配列用サブノレｰチン"を作って

配列をもつ多量なデｰタの処理を可能にした(本誌275号)･

9820Aが以来合目までデｰタ処理機として盛んに使わ

れてきたゆえんでもある.

さて配列用サブルｰチンで配列の割り付けをする時

たとえば配列の列数を固定すると行数については自由

に増減できることにたる｡この性質に目を付けて配

列の行要素を各デｰタに対応させるとデｰタ数の増減

と合わせて配列の行数を可変できる(本誌275号).

これかメモリｰの有効利用につながるのである.今

回はこの考えを9845丁用にも採用したというわけ

である.

さらにファイノレを上に述べた2種類にしてイン

デックスファイルの入力によって配列規模を変更させ

る方法も9820A用のプログラムシステムでは常用して

いる.このように以前に採用して成功をおさめた手

法は新しいシステムでも踏襲してそれに新しい考え

なり機能なりを付け加えるという手堅い方法を筆者と

しては行なっている.

これまで3回に分けてご紹介して来た内容は筆者流

システムの基本とでも言うべき部分でこれを自動車に

例えればエンジンとシャｰシｰだけである.あとは

目的に合った車体(サブルｰチン)を乗せればよいのであ

る.およそ配列をもったデｰタなら基本的なステッ

プを少し変更し入出力のフォｰマットを変えるだけで

か在り応用できるよう工夫したつもりである.

これらの応用例として岩石のノルム計算を行なって

結果をさまざまに処理するプログラムも作られ順次改

良されている｡�


